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診断調査物件概要
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使用機器
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１.今のお住まいの断熱欠損検診



断熱欠損

天井の断熱材が欠損

窓下の断熱欠損室内側

窓上部の断熱材が垂れてきた

1F
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断熱欠損

2F

窓下の断熱材が欠
損

窓周りの1ブロックの断熱材が欠
損

窓下の断熱材が
欠損

◆調査結果：1Fリビングサッシ下・玄関天井、2F階段サッシ下、
西洋室窓上、東洋室窓下に断熱材の欠損がありました。
また、1Fキッチン窓上に断熱材の垂れが見つかりました。
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２.今のお住まいの性能測定
①断熱（U値）性能
②気密（C値）性能
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①断熱性能（U値）測定

壁断熱性能測定位置

1F
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◆断熱性能調査結果：実測した壁の熱貫流率（U値）は、1.17W/㎡
Kでした。この数値は、旧省エネルギー基準（昭和55年基準）に相
当し、かなり低い断熱性能と言えます。
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②気密性能（C値）測定

気密測定位置

1F

使用機器
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測定結果

隙間相当面積（C値）が、11.56㎠/㎡と低気密な建物でした。
断熱材の性能を上げるだけでは、充分な快適性は得られません。
部分的な対処でなく、開口部の交換及び建物全体として気密層を
作る計画の上、気密性能を高める必要があります。
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サーモグラフィによる漏気箇所測定

スィッチ、コンセント周りの隙間 エアコンスリーブ周りの隙間

壁と天井、柱との取り合いの隙間

壁と床、柱との取り合いの隙間

壁と天井、柱との取り合いの隙間

サッシレール隙間

◆サーモグラフィカメラで見たところ、漏気箇所は、天井と壁の
コーナーやコンセントスィッチ、引違いサッシの召合せエアコンス
リーブ穴等、見受けられました。
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３．室内及び壁内のカビ調査

13



室内のカビ発生状況
エアコンコンセント周りカビ

納戸スィッチ周りカビ コンセント付近カビ発生

桐タンスカビ発生

部屋中にカビが発生していました。特にスィッチ
やコンセント周辺に発生していました。 14



コンセント付近カビ発生

壁内のカビ発生状況

コンセントを外して、ファイバースコープで撮影した壁の中の写
真。石膏ボードや木材にカビが大量に発生していました。原因は、
結露でした。内部結露防止の対策が必要です。

ファイバースコープ写真

15



４.今のお住まいの断熱性能評価
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U値計算・燃費シミュレーション



現状の建物

17



現状の建物
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今のお住まいの
建物性能基準

無断熱時代

旧省エネル
ギー基準
（昭和55年
基準）

新省エネル
ギー基準
（平成4年
基準）

平成28年省
エネ基準 ZEH基準

今のお住まいの性能は、旧省エネルギー基準
（昭和55年度基準）とかなり低い断熱性能です
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５.リフォームシミュレーション
性能比較と光熱費比較

部位
今のお住まい 想定リフォーム仕様

仕様 U値 仕様 U値

屋根・天井 無断熱 4.35 グラスウール
16K 200㎜ 0.21

外壁 グラスウール50㎜ 1.17 グラスウール16K
100㎜ 0.42

床 無断熱 2.67
押出法ポリスチレ
ンフォーム 0.46

開口
建具 金属製 6.51

木製又はプラス
ティック製 1.90

ガラス 単板ガラス 0.70 LOW-E複層ガラス
G-12以上 0.29
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今のお住まいを次の仕様で断熱リフォーム
した場合のシミュレーションです。

無断熱時代

旧省エネル
ギー基準
（昭和55年
基準）

新省エネル
ギー基準
（平成4年
基準）

平成28年省
エネ基準 ZEH基準

今のお住まい
UA値：2.41W/㎡K

想定リフォーム仕様
UA値：0.61W/㎡K

断熱性能が約4倍
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リフォーム前後の
建物性能比較
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快適・健康住宅検診 考察
①断熱欠損検診

★断熱欠損調査：断熱材がはじめから入っていなかったと推測できる場所や、断熱材の垂れによる欠損が見受
けられました。新たな施工の際には、将来にわたり垂れなどの欠損が生じない施工に注意が必要です。

②建物性能測定

★断熱測定･･･測定した壁の断熱性能（熱貫流率UA値）は、1.17W/㎡Kと旧省エネルギー基準に該当し、天井・
床は、断熱材が無く旧省エネルギー基準に届かない低い性能でした。結果、家全体の断熱性能（熱貫流率UA
値）は、2.41W/㎡Kと旧省エネ基準を下回り、断熱性能等級1となっています。

★気密測定･･･測定した建物の気密性能C値（隙間相当面積）は、11.56㎠/㎡と低気密の性能値を計測しました。
次世代省エネルギー基準では、5.0㎠/㎡を上回る性能を持った住宅が基準となっておりますので、比較すると
遙かに隙間の多い家と言えます。

③カビ・結露調査

結露により、壁の中がカビの温床となっていました。内部結露防止の対策が必要です。

④断熱性能評価

現在の住まいの性能と改修案1（省エネ型）と改修案2（ZEH型）のリフォームシュミレーションを行いました。

改修案①では、建物の断熱性能を上げ、計画換気、エアコンの省エネ化を行うことで、年間72,000円程の
冷暖房費が、節約できます。更に給湯・照明を省エネ仕様に変更することによって、年間42,000万円程の光
熱費の節約ができるという結果が出ました。

このように、シュミレーションの段階では、トータルで年間114,000円ほどの光熱費の節約ができる計算です
が、より断熱性能をアップさせたり、家電製品の省エネ化等で、更なる光熱費の節約が見込めます。

改修案②では、ZEH（ゼロエネルギー住宅）シュミレーションを行いました。外壁の断熱性能をアップさせ、
太陽光発電を搭載することで、ZEH基準をクリヤーすることができました。年間の光熱費で20万円弱の節約
となります。ちなみにBELS等級でも、5つ星★★★★★の最高等級となっております。

また、今回の燃費シュミレーションでは、気密性能が反映されておりません。今回の工事で気密性能を上
げることで、数字には表れていないより大きな省エネ効果が見込めます。尚、気密性能を上げる際には、
計画換気、通気層の設置、4★建材の使用などに留意するようにしましょう。

【快適性について】

住まいの温熱環境に関する快適感は、①室温 ②着衣量 ③代謝量 ④放射温度（床・壁・窓などの表面
温度）⑤気流 ⑥湿度によって影響を受けます。特に①室温と④放射温度が重要な要素です。

冬：床・壁・開口部の断熱性能を上げることで、室内の表面温度が高くなり、結果放射によって奪われる熱
の量が減ります。さらに窓や壁付近からの冷気流も減少することから、より快適感のある空間を作ることが
できます。

効果的な断熱リノベーションで、より省エネルギーで、より快適な生活を手に入れてください。
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